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③-43 

海洋のモニタリング 海底土濃度の推移 

震災後から平成25年7月31日まで 原子力規制庁ホームページ放射線モニタリング情報から作成  

福島県沿岸の海底土の放射能濃度の推移 

福島県沖合の海底土の放射能濃度の推移 

Bq/kg：ベクレル/キログラム 

セシウムが付着した土壌は川を経由して沿岸まで運ばれます。　
事故から 1年経過した時点では、土壌の放射性物質の濃度も下がりました。
陸地近くの沿岸の海底土を乾燥させて測定した結果、セシウム 134、セシウム 137 は
1,000 ベクレル /kg ありましたが、事故から 2年後には、セシウム 137 は 500 ベクレル
/kg と半減し、セシウム 134 は 200 ベクレル /kg と 5分の 1になりました。　
陸地から 40km沖合（測定ポイントM-C1) の海底土の放射能濃度は、事故当時 100
ベクレル /kg に上昇しましたが、1年後には 10ベクレル /kg まで下がりました。

本資料への収録日：2014 年 3月 31日

本情報は事故当日（2011 年）～ 2013 年の情報です。

関連Q&A
・3章QA1	 モニタリングの実施状況について教えてください
・3章QA2	 セシウムをはじめとする放射性物質の汚染状況の調査はどうなっていますか
・3章QA5	 海のモニタリングの実施状況はどうなっているのですか
・3章QA12	 雨水や日常食のストロンチウム 90やセシウム 137 はどのようにすれば測れるのですか
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2011（平成 23）年 6 月に行われた国の土壌調査では、福島第一原子力発電所から
100km圏内及びその圏外の福島県西部の土壌試料を採取し、γ（ガンマ）線放出核種（放
射性セシウム、ヨウ素 131、テルル 129m、銀 110m）について核種分析が実施されました。
その結果、テルル 129m（沸点 1,390 度）及び銀 110m（沸点 2,348 度）が比較的広範
囲に検出されました。
また、南方沿岸部の内陸の一部の地域では、セシウム 137 に対してテルル 129mの沈
着量が高い傾向が顕著に現れました。
この理由としては、福島第一原子力発電所からの放射性物質の放出時期の違いにより、
形成された放射性プルームに含まれるテルル 129mとセシウム 137 の比率の違いや放出
された際の物理的・化学的形態が異なっていたこと、核種組成などが異なる幾つかの放射
性プルームが通過したときの天候が異なっていたことなどが考えられます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）の情報です。

関連Q&A
・3章QA1	 モニタリングの実施状況について教えてください
・3章QA2	 セシウムをはじめとする放射性物質の汚染状況の調査はどうなっていますか
・3章QA3	 農地土壌の放射性物質による汚染状況はどのようになっていますか
・3章QA4	 物理減衰やウェザリング効果は、どの程度だと考えられるのですか
・3章QA12	 雨水や日常食のストロンチウム 90やセシウム 137 はどのようにすれば測れるのですか
・3章QA16	 食品、上水中の放射性物質はなぜセシウム 134、セシウム 137 やヨウ素 131 の濃度しか発

表されないのですか

半減期：34日

その他の放射性物質
の沈着状況 テルル129m（福島県東部）

計画的避難区域
緊急時避難準備区域
（平成23年6月30日解除）

テルル129ｍの⼟壌濃度マップ（平成23年6月14日時点）

文部科学省報道発表 平成23年10月31日、平成24年9月12日

テルル129mは半減期が短いため、平成23年12月6日以降に実施された
第2次分布状況調査において、全ての調査箇所で検出されなかった

Bq/㎡：ベクレル/平方メートル
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銀110m（広域） 
銀110ｍの土壌濃度マップ（平成24年3月1日時点） 

その他の放射性物質
の沈着状況 

半減期：250日 

文部科学省報道発表 平成24年9月12日 

Bq/㎡：ベクレル/平方メートル 

2011（平成 23）年 12月から 2012（平成 24）年 5月にかけて行われた土壌調査では、
福島県を中心とした東日本の広い地域おいて、可搬型ゲルマニウム半導体検出器を用いた
in-situ 測定（24頁「Cs-134,	Cs-137（広域）」参照）により、放射性核種の土壌沈着量
が測定されました。
2011（平成 23）年 6 月に行われた国の土壌調査では、福島第一原子力発電所から
100km圏内及びその圏外の福島県西部の土壌試料を採取し、γ（ガンマ）線放出核種（放
射性セシウム、ヨウ素 131、テルル 129m、銀 110m）について核種分析が実施されました。
その結果、テルル 129m（沸点 1,390 度）及び銀 110m（沸点 2,348 度）が比較的広範
囲に検出されました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

本情報は 2012 年の情報です。

関連Q&A
・3章QA1	 モニタリングの実施状況について教えてください
・3章QA2	 セシウムをはじめとする放射性物質の汚染状況の調査はどうなっていますか
・3章QA3		 農地土壌の放射性物質による汚染状況はどのようになっていますか
・3章QA4				 物理減衰やウェザリング効果は、どの程度だと考えられるのですか
・3章QA12			 雨水や日常食のストロンチウム 90やセシウム 137 はどのようにすれば測れるのですか
・3章QA16			 食品、上水中の放射性物質はなぜセシウム 134、セシウム 137 やヨウ素 131 の濃度しか発

表されないのですか
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プルトニウム、ストロンチウム（福島県東部、広域） その他の放射性物質
の沈着状況 

半減期： 
Pu-238=87.7年 
Pu-239=2.4万年 
Pu-240=6,564年 

文部科学省報道発表 平成24年8月21日、平成24年9月12日 

プルトニウム238、239＋240 
の沈着量 

（平成23年6月14日時点） 

Bq/㎡：ベクレル/平方メートル 

半減期： 
Sr-90=28.8年 

ストロンチウム90 
の沈着量 

（平成24年1月13日時点） 

2011（平成 23）年 6月及び 2012（平成 24）年 1月に行われた国の土壌調査では、福島第一
原子力発電所から 100km圏内及びその圏外の福島県西部の土壌試料が採取されました。
ストロンチウム 90の沈着量の最高値が検出されたところに、仮に 50年間滞在した場合の実効

線量の積算値を計算したところ、1年間の放射線の許容被ばく線量（1ミリシーベルト /年）と比
較しても、非常に少ない値であることがわかりました。この 50年間積算実効線量の計算には、外
部被ばく線量及び再浮遊した放射性核種を吸入することによる被ばくが含まれています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）及び 2012 年の情報です。

関関連Q&A
・1章QA16	 福島原発周辺で検出されたプルトニウムの量は、事故前に検出されたプルトニウムの量にくらべてどう

だったのでしょうか　
・1章QA17	 プルトニウム 241 が放出されることは予測されていなかったのでしょうか
・1章QA18	 平成 24年 3月 8日に発表された論文において検出されたプルトニウム 241 の結果から、どれくらい被ば

くすると考えられますか
・1章QA32	 東京電力福島第一原子力発電所の敷地内で微量のプルトニウムが検出されたようですが、健康への影響は

ありませんか
・1章QA47	 ストロンチウムは骨に蓄積されるので、危険だと聞きました。食品中のストロンチウム量についての規制

はないのでしょうか（規制について）
・1章QA48	 プルトニウム 241 の食品への移行が気になります
・3章QA22	 ストロンチウム 90が、福島第一原発事故の前から日本にあったと聞いたのですが本当ですか
・3章QA23	 1980 年まで行われていた大気圏内核実験で生成したストロンチウム 90やセシウム 137 が、現在でも一

般の環境に残っているのは、なぜですか
・3章QA28	 福島第一原発事故以前にも食品中にセシウムやストロンチウムが入っていたのですか
・その他：1章QA13、3章QA1～ 4、3章 13～ 16
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銀110m（広域） 
銀110ｍの土壌濃度マップ（平成24年3月1日時点） 

その他の放射性物質
の沈着状況 

半減期：250日 

文部科学省報道発表 平成24年9月12日 

Bq/㎡：ベクレル/平方メートル 

2011（平成 23）年 12月から 2012（平成 24）年 5月にかけて行われた土壌調査では、
福島県を中心とした東日本の広い地域おいて、可搬型ゲルマニウム半導体検出器を用いた
in-situ 測定（24頁「Cs-134,	Cs-137（広域）」参照）により、放射性核種の土壌沈着量
が測定されました。
2011（平成 23）年 6 月に行われた国の土壌調査では、福島第一原子力発電所から
100km圏内及びその圏外の福島県西部の土壌試料を採取し、γ（ガンマ）線放出核種（放
射性セシウム、ヨウ素 131、テルル 129m、銀 110m）について核種分析が実施されました。
その結果、テルル 129m（沸点 1,390 度）及び銀 110m（沸点 2,348 度）が比較的広範
囲に検出されました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

本情報は 2012 年の情報です。

関連Q&A
・3章QA1	 モニタリングの実施状況について教えてください
・3章QA2	 セシウムをはじめとする放射性物質の汚染状況の調査はどうなっていますか
・3章QA3		 農地土壌の放射性物質による汚染状況はどのようになっていますか
・3章QA4				 物理減衰やウェザリング効果は、どの程度だと考えられるのですか
・3章QA12			 雨水や日常食のストロンチウム 90やセシウム 137 はどのようにすれば測れるのですか
・3章QA16			 食品、上水中の放射性物質はなぜセシウム 134、セシウム 137 やヨウ素 131 の濃度しか発

表されないのですか
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プルトニウム、ストロンチウム（福島県東部、広域） その他の放射性物質
の沈着状況 

半減期： 
Pu-238=87.7年 
Pu-239=2.4万年 
Pu-240=6,564年 

文部科学省報道発表 平成24年8月21日、平成24年9月12日 

プルトニウム238、239＋240 
の沈着量 

（平成23年6月14日時点） 

Bq/㎡：ベクレル/平方メートル 

半減期： 
Sr-90=28.8年 

ストロンチウム90 
の沈着量 

（平成24年1月13日時点） 

2011（平成 23）年 6月及び 2012（平成 24）年 1月に行われた国の土壌調査では、福島第一
原子力発電所から 100km圏内及びその圏外の福島県西部の土壌試料が採取されました。
ストロンチウム 90の沈着量の最高値が検出されたところに、仮に 50年間滞在した場合の実効

線量の積算値を計算したところ、1年間の放射線の許容被ばく線量（1ミリシーベルト /年）と比
較しても、非常に少ない値であることがわかりました。この 50年間積算実効線量の計算には、外
部被ばく線量及び再浮遊した放射性核種を吸入することによる被ばくが含まれています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）及び 2012 年の情報です。

関関連Q&A
・1章QA16	 福島原発周辺で検出されたプルトニウムの量は、事故前に検出されたプルトニウムの量にくらべてどう

だったのでしょうか　
・1章QA17	 プルトニウム 241 が放出されることは予測されていなかったのでしょうか
・1章QA18	 平成 24年 3月 8日に発表された論文において検出されたプルトニウム 241 の結果から、どれくらい被ば

くすると考えられますか
・1章QA32	 東京電力福島第一原子力発電所の敷地内で微量のプルトニウムが検出されたようですが、健康への影響は

ありませんか
・1章QA47	 ストロンチウムは骨に蓄積されるので、危険だと聞きました。食品中のストロンチウム量についての規制

はないのでしょうか（規制について）
・1章QA48	 プルトニウム 241 の食品への移行が気になります
・3章QA22	 ストロンチウム 90が、福島第一原発事故の前から日本にあったと聞いたのですが本当ですか
・3章QA23	 1980 年まで行われていた大気圏内核実験で生成したストロンチウム 90やセシウム 137 が、現在でも一

般の環境に残っているのは、なぜですか
・3章QA28	 福島第一原発事故以前にも食品中にセシウムやストロンチウムが入っていたのですか
・その他：1章QA13、3章QA1～ 4、3章 13～ 16

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第3章　環境モニタリング



３
　
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

63

プルトニウム（福島県） 

平成24年4月6日 原子力災害現地対策本部（放射線班）、福島県災害対策本部（原子力班） 

その他の放射性物質
の沈着状況 

No.   地点番号 
上段 プルトニウム238の分析結果（Bq/m2） 
下段 プルトニウム239＋240の分析結果（ Bq/m2 ） 

No.28 
ND 
25.4 

No.30 1.57 
    40.2 

No.31  
0.426 
8.18 

No.23  
1.46         
38.6 

No.29 
ND 
3.06 

No.22  
1.07 
36.7 

No.32 
 0.757 
 15.0 

No.24 
1.87 
57.3 

No.25 
ND 
ND 

No.27 
ND 
1.10 

No.26 
ND 
5.47 

No.40 
ND 
1.61 

No.39 
1.12 
49.9 

No.38 
 1.77 
58.5 

No.35 
ND 
2.86 

No.37 
ND 
ND 

No.33 
1.27 
23.9 

No.36 
2.18 
63.8 

No.34 
ND 
30.7 

No.17 
ND 
26.0 

No.9 
ND 
1.37 

No.16 
1.62 
63.3 

No.8  
0.537 
14.3 

No.7 
0.775 
31.2 

No.18 
ND 
11.7 

No.20 
2.03 
47.8 

No.19 
ND 
6.48 

No.10  
0.858 
21.3 

No.11 
ND 

0.813 No.12 
ND 
ND 

No.21 
ND 
1.13 

No.47 
ND 

0.747 
No.46 

ND 
11.1 

No.45 
ND 
6.85 

No.48 
ND 
10.1 

No.41 
 0.856 
25.3 

No.15 
ND 
14.9 

No.13 
 ND 
3.00 

No.14 
 ND 
1.34 

No.44 
ND 
ND 

No.4 
ND 
2.69 No.5 

ND 
4.46 

No.3 
1.76 
37.2 

No.1 
ND 
23.5 No.6 

1.23 
45.9 

No.2 ND 
   6.52 

No.42  ND 
        18.2 

No.43  
ND 
3.84 

参考1 
ND 
2.61 

参考2 ND 
           ND 

福島第二原発 

参考3 ND 
           ND 

参考4  1.61 
           7.52 

福島第一原発 

参考5  ND 
        7.28 参考6 

ND 
9.74 

参考7  ND 
        35.1 

プルトニウム238、239+240の分析結果（土壌） 

Bq/m2：ベクレル/平方メートル 

「福島県における土壌の放射線モニタリング調査計画」に基づき、2011（平成 23）年 
8 月 10 日～ 10 月 13 日に採取された県内の土壌について、プルトニウム 238、239+240 
の分析が行われたところ、 調査地点（48 地点）については、放射性物質が全て事故発生
前の国内の調査結果の範囲内であったこと、プルトニウム 238 とプルトニウム 239+240
の比率が事故発生前の全国平均（0.0261）とほぼ同程度の比率であったことから、事故
由来のものではないと考えられています。

なお、福島第一原子力発電所周辺の参考調査地点（7 地点）のうち、1 地点（大熊町夫
沢）については、プルトニウム 238 とプルトニウム 239+240 の比率が 0.214 と全国平
均（0.0261）より一桁高い比率となっていることから、福島第一原発事故の影響の可能
性が考えられます。 

本資料への収録日：2013 年 3 月 31 日
改訂日：2014 年 3 月 31 日

本情報は 2012 年の情報です。

関連 Q&A
・1 章 QA16 福島原発周辺で検出されたプルトニウムの量は、事故前に検出されたプルトニウムの量にく

らべてどうだったのでしょうか　
・1 章 QA17 プルトニウム 241 が放出されることは予測されていなかったのでしょうか
・1 章 QA18 平成 24 年 3 月 8 日に発表された論文において検出されたプルトニウム 241 の結果から、

どれくらい被ばくすると考えられますか
・1 章 QA32 東京電力福島第一原子力発電所の敷地内で微量のプルトニウムが検出されたようですが、健

康への影響はありませんか
・1 章 QA48 プルトニウム 241 の食品への移行が気になります
・3 章 QA21 昔の核実験でできた放射性物質が今も残っているというのは本当ですか
・3 章 QA23 1980 年まで行われていた大気圏内核実験で生成したストロンチウム 90 やセシウム 137 が、

現在でも一般の環境に残っているのは、なぜですか
・その他：1 章 QA13、3 章 QA1 ～ 4、3 章 QA14 ～ 16
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